
筑 後 川 河 川 事 務 所

令 和 ３ 年 １ ０ 月 ２ ８ 日

私たちが思いを込めたロゴマークを
選んでください！

筑後川本格改修１００周年記念ロゴマークの一般投票を行います

～九州大学芸術工学部の学生の皆さんがロゴマークを作成～

令和５年（2023年）に本格的な筑後川の改修が始まって百周年を迎
えます。
この百周年に関する記念事業を推進していくため、このシンボルマー

クとなる「百周年記念ロゴマーク」を九州⼤学芸術⼯学部の学⽣の皆さ
んに考えていただきました。
考えていただいたロゴマーク３案の中から⼀般投票を⾏い、この投票

をもとに委員会等でロゴマークを決定する予定です。
みなさまの投票をお待ちしております。

【ロゴマークの投票⽅法】
１．投票期間：１１⽉１⽇（⽉）〜１２⽉１５⽇（⽔）
２．投票⽅法：筑後川河川事務所ホームページ上のバナー等から投票

・ＨＰのバナー
・URL http://www.qsr.mlit.go.jp/chikugo/vote/
・ＱＲコード

３．投票資格：どなたでも投票可能
４．その他 ：投票は⼀⼈⼀回でお願いします。
問い合わせ先
筑後川河川事務所 事業対策官 髙橋和久 電話 0942−33−9131（代）

Ａ Ｂ Ｃ

※11月1日以降アクセス可能



令和３年10⽉28⽇
筑後川河川事務所

令和５年に筑後川の本格的な河川改修（内務省筑後川改修事務所開設第三期改修⼯事着⼿）が始まって
１００周年を迎えます。この１００周年を多くの⽅々に知って頂くため、インダストリアルデザインを学
ばれている九州⼤学芸術⼯学部の学⽣の皆さん（⼯業設計学科２年⽣及び修⼠学⽣約４０名）とともに１
００周年記念ロゴマークを作成することとしました。

ロゴマーク検討をテーマとした授業では、学⽣⾃らが「何をどう伝えることで⼈々の関⼼を筑後川に向
けることができるのか」を考え、流域住⺠の⽅々との交流も図りながら、案の作成を進めて頂きました。

●令和２年１１⽉２６⽇（⽊） 筑後川レクチャー IN  九州⼤学

座学にて、筑後川流域の範囲や位置、⽔害や河川改修の歴史、現在の⽔利⽤、景観など、流域と河川の
概要について学びました。

●令和２年１２⽉１３⽇（⽇） 筑後川フィールドワーク

筑後川上流の⽇⽥から下流の⼤川まで、河川沿いの⼟地利⽤や⾵景、流域の空間を五感で学びました。

⾏程：⽇⽥・三隈川〜⼭⽥堰〜原鶴地区〜寺内ダム〜久留⽶・⽔天宮〜⼤川・昇開橋



●令和３年１⽉７⽇（⽊） 筑後川流域住⺠との意⾒交換会 IN 九州⼤学

筑後川流域の河川協⼒団体や地域づくりで活躍されている５名の⽅々に「⾃⾝と筑後川との関わり」に
ついて語って頂き、流域に住む⼈々にとって筑後川はどういう存在なのか、について意⾒交換を通して
学びました。

【意⾒交換に協⼒頂いた⽅々】
上流・園⽥匠さん：河川協⼒団体「ひた⽔環境ネットワークセンター」理事⻑
中流・中島重⼈さん：河川協⼒団体「Good News」前代表（河川美化活動）
中流・川嶋睦⼰さん：河川協⼒団体「筑後川連携倶楽部」副理事⻑（防災落語）
中流・古賀円さん：Coppolart（コッポラート）代表、久留⽶絣デザイナーなど
下流・本間雄治さん：NPO法⼈「⼤川未来塾」理事（若津港などの筑後川下流域近代史発掘）

●令和３年３⽉１０⽇（⽔） ロゴマーク発表会 IN 筑後川河川事務所

学⽣が制作したロゴマークのうち、選考された６案が発表されました。学⽣⾃らがデザインのアイデア
やコンセプトなどについてプレゼンが⾏われ、流域住⺠意⾒交換会に参加頂いた⽅々や河川事務所職員と
意⾒交換を⾏いました。６案について参加者による投票を⾏い、さらに３案を選定しました。

アイデア展開・提案書作成・学内選考




